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【 背 景 】 下 顎 無 歯 顎 者 に 対 し 歯 科 用 イ ン プ ラ ン ト で 支 持 ま た は 維 持
を 求 め る オ ー バ ー デ ン チ ャ ー （ I m p l a n t  s u p p o r t e d  O v e r d e n t u r e ， 以
下 ， I O D ） の 臨 床 に お い て ， イ ン プ ラ ン ト に 設 置 す る ア タ ッ チ メ ン ト
選 択 の 力 学 的 根 拠 は 不 足 し て い る ． そ の た め 本 論 文 で は ， 機 能 時 に
I O D の 支 台 イ ン プ ラ ン ト な ら び に 義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る 荷 重 を 実 験
用 模 型 上 で 測 定 し ， 各 種 ア タ ッ チ メ ン ト の 有 す る 生 体 力 学 的 特 徴 を
検 証 す る こ と を 目 的 と し た ．  
【 方 法 】 イ ン プ ラ ン ト 荷 重 測 定 に は 小 型 水 晶 圧 電 式 荷 重 セ ン サ （ 圧
電 セ ン サ ） を ， 義 歯 床 下 荷 重 測 定 に は フ ィ ル ム 式 圧 力 分 布 測 定 タ ク
タ イ ル セ ン サ （ シ ー ト セ ン サ ） を 用 い た ． 実 験 用 下 顎 無 歯 顎 模 型 の
両 側 犬 歯 相 当 部 の 2 か 所 に ， 歯 科 用 イ ン プ ラ ン ト を 仮 想 咬 合 平 面 に
垂 直 に 埋 入 し ， 圧 電 セ ン サ と 各 種 ア タ ッ チ メ ン ト を ス ク リ ュ ー 固 定
し た ． 被 験 ア タ ッ チ メ ン ト に は ， 臨 床 で 広 く 用 い ら れ て い る ボ ー ル
ア タ ッ チ メ ン ト （ B A ）， ロ ケ ー タ ー ア タ ッ チ メ ン ト （ L A ）， ラ ウ ン ド
バ ー ア タ ッ チ メ ン ト （ R A ） を 選 択 し た ． 顎 堤 部 に 付 加 型 シ リ コ ー ン
印 象 材 製 の 人 工 粘 膜 を 付 与 ， シ ー ト セ ン サ を 右 側 臼 歯 部 に 設 置 し た ．
機 能 時 を 想 定 し た 実 験 用 義 歯 へ の 荷 重 は ， 咬 合 平 面 に 平 行 な オ ク ル
ー ザ ル テ ー ブ ル の 右 側 第 一 大 臼 歯 相 当 部 に ， 万 能 試 験 機 （ I n s t r o n ）
に よ り 咬 合 平 面 に 垂 直 に 1 0 0  N を 負 荷 し た ． 負 荷 様 式 は 静 的 負 荷 と
動 的 負 荷 （ 2  H z ） の 2 パ タ ー ン と し た ． 各 ア タ ッ チ メ ン ト 使 用 時 の
支 台 イ ン プ ラ ン ト 荷 重 の 統 計 学 的 解 析 に は 一 元 配 置 分 散 分 析 ， p o s t  
h o c と し て T u r k e y 検 定 を 使 用 し た ．  
【 結 果 】 ア タ ッ チ メ ン ト の 種 類 に 関 わ ら ず ， 両 側 の イ ン プ ラ ン ト に
加 わ る 荷 重 方 向 は 後 方 で あ り ， 非 荷 重 側 の イ ン プ ラ ン ト で は 上 方 へ
の 荷 重 を 認 め た ． 静 的 荷 重 で は ， 両 側 イ ン プ ラ ン ト と も 荷 重 量 は B A
で 最 大 と な り ， 以 下 R A ， L A の 順 で あ っ た ． 一 方 ， 動 的 荷 重 で は イ
ン プ ラ ン ト 荷 重 の 時 間 的 変 化 様 相 は 各 ア タ ッ チ メ ン ト で 異 な り ， 荷
重 を 力 積 で 示 し た 場 合 ， 両 側 イ ン プ ラ ン ト と も B A で 最 大 と な り ，以
下 L A ， R A の 順 で あ っ た ． 義 歯 床 下 荷 重 量 は ， 静 的 荷 重 で は R A で 最
大 と な り ， 以 下 L A ， B A の 順 で あ っ た ． 動 的 荷 重 時 で は シ ー ト セ ン
サ 測 定 範 囲 内 に お け る 荷 重 中 心 の 変 化 様 相 は 各 ア タ ッ チ メ ン ト で 異
な り ， 近 心 部 よ り も 遠 心 部 に 大 き い 荷 重 が 加 わ っ た ．  
【 考 察 及 び 結 論 】 本 研 究 で 用 い た 測 定 手 法 に よ り ， 各 種 ア タ ッ チ メ
ン ト 使 用 時 に お け る I O D の 支 台 イ ン プ ラ ン ト に 加 わ る 荷 重 な ら び に
義 歯 床 下 粘 膜 へ の 荷 重 の 相 違 を 明 ら か に し た ． 支 台 イ ン プ ラ ン ト に
加 わ る 荷 重 は B A 使 用 時 に 最 大 と な り ，ま た 義 歯 床 下 粘 膜 に 加 わ る 荷
重 は R A 使 用 時 に 最 大 と な っ た ．こ れ ら の 知 見 は ，従 来 報 告 さ れ て い
る 各 ア タ ッ チ メ ン ト の 特 性 と は 異 な る も の で あ り ， I O D 臨 床 に お け
る ア タ ッ チ メ ン ト の 選 択 基 準 に 生 体 的 学 的 に 明 確 な 方 向 性 を 与 え る
も の で あ る ．  
 
